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赤   白  

校舎側  

赤組の子供たち   両サイドに別れ、真ん中を転がしていく。     白組の子供たち   両サイドに別れ真ん中を転がしていく。  

親の頭の上を通ってきた大玉をころがして、早く台に乗せたもの勝ち  

赤組の親たち   4 人ずつ位の列を作り、頭の上を転がしていく。   白 組の親たち   4 人ずつ位の列を作り、頭の上を転がしていく。  

ここを転がすのは、子供  
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■７グループ（A～Ｇコート）４チームの総当たり戦


■１チーム１５人（１学童　１チーム）


勝敗 勝利数の多いチームがグループ内１位。


各コート優勝６チーム表彰。


　　　     ★ グループ１位には、試合中に使用したボールをプレゼント。   　　　　 審  ルール     


●一試合、１５分とし、前半６分・休憩3分・後半6分　


コートは、７ｍ四方の四角形とする


●中チームは、外チームの投げたノーバウンドのボールに当たったら、アウトで外に出る。


●１回の投球においてノーバンドで二人以上当たった場合は


　当たった人すべてがアウトとなる。


●中チームがボールを取ったときには、5秒以内に外チームへボールを渡さなければならない。


●線を踏んだらアウトである。顔（首から上）を狙ってはならないが当たった場合はセーフ。当たったボールを　誰かがノーバンドで取った場合もセーフとなる。


●休憩を挟んで、外チームと中チームが交代。時間が来るか　中チームが誰もいなくなった時点で、試合終了。


●各前後半終了のタイミングで、中に残った人数を数え、残った人数の多かったほうの勝利とする。同数は引き分け。


●応援のラインから選手と審判以外は中に入らないこと。





試合会場図











★試合の判定は審判の指示に従ってください。


★





対戦表
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対戦一覧
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★試合中の判定は審判の指示に従ってください。


★野次をとばさないこと！！
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■　参加学童を２グループに分ける。保護者や中学生、OB・OG（職員も）参加可能とする。


未就学児については、保護者の管理下にあるとする。


小学校のトラックを半分に分け、行う。　スタートは、本部の前。子供は、左右に分かれ、アーチを作るような形で、真ん中に大玉を通す。


子供のラインが終わったら、次は、保護者ほかのライン。頭の上に大玉を乗せ送る。最後に、子供が


　　　本部へ向かって転がしてくる。ポートボールなどで利用する紅白の台を反転させておき、その上に早く乗せた


チームの勝利。子供には、うまい棒一本が参加賞（学童児のみとする）








　　「２０１０年度　第２５回学童まつりプログラム」


　発行：２０１０年　９月２４日


　製作：２０１０年度　多摩市学童まつり実行委員会
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